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ている JN21 タイプ（kawamoto et al 2006 による分類）
に注目して, 新たに Dループ第１可変域 575塩基対のの
変異を解析し, 地域間の遺伝子変異を比較した.DNA 試
料は, 香川県小豆島,京都府伊根・宮津・丹後, 滋賀県マ
キノ, 福井県美浜, 石川県一里野, 岐阜県美並, 富山県
滑川・魚津・黒部・朝日の各地点で採取した 19 個体の
雌の血液と糞から調整した. 分析の結果, 19 個の試料か
ら 8 種類のハプロタイプを検出した.塩基置換サイトの
数は合計 14 箇所で, 8 タイプ間の置換数は最大値が 9, 
最小値が 1 であった. 各タイプの置換数を比較すると, 8
タイプは大きく 2 つのグループに分かれた. 1 つは香川, 
京都, 滋賀, 福井に分布する近畿グループ, 他の 1 つは




















2010 年 6 月 17 日から 2011 年 3 月 28 日に, ニホンザ
ル 2 個体において, 肩甲骨部, 前頭部, 大腿部の体毛を, 
約 1 カ月毎に剃り取り, 体毛の成長速度を測った. また, 
トウモロコシ（他の食物と比べて顕著に高い炭素安定同
位体比を示す）の給餌期間と, サル用固形ペレットの給
餌期間とを約 1 カ月ずつ交互に設け, 成長下にある体毛
の安定同位体比にどのように反映するか測定した. 
体毛は毛剃りを続けている間, 発毛・成長した. 2 個体
のそれぞれの成長速度は , 頭部で 0.46±0.03 ㎜ /day, 
0.37±0.15, 肩甲骨部で 0.66±0.20,0.57±0.06, 大腿部で
0.53±0.05,0.30±0.08 であった. 給餌実験直前に採取した
血液, 体毛, それまでに給餌していた固形ペレットの安
定同位体比の差から同位体分別率は, 体毛, 赤血球, 血
漿の順に窒素安定同位体では, 3.3‰, 3.1‰, 3.6‰, 炭素















































た 2010年 9月に母親(飼育者)の刺激で GC がまだ誘発さ
れるのか検討した. 
2006 年の実験により, 飼育者の音声, 飼育者の顔, 飼
育者との距離などが発声を誘発する刺激と分類された. 
これらの刺激を用いてどの要因が未成熟個体 (3 歳) の
発声を誘発するのか検討した結果,飼育者の音声が最も





は 1 度も発声しなかった. 
現在単独飼育されており, 自発的な GC など歌の発声
はあまり観察されていない. 今後ペアをつくりデュエ
ットする中で, 性成熟前後で GC がどのように変化する
のか検討する予定である. 
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Only three primate species have blue eyes: a subset of 
humans and Japanese macaques (Macaca fuscata) and one 
subspecies of black lemurs (Eulemur macaco flavifrons). The 
genetic basis for blue/non-blue eyes is now well understood 
in humans. Our goal is to examine if this phenotypic 
variation is due to the same alleles in non-human primates, 
and if not, to identify genetic variants associated with this 
difference in eye color.  
This was the second year of the project. We have moved 
all the target macaques’ DNA samples from PRI to the 
University of Chicago, where we are going to sequence the 
region homologous to that containing the suggested causal 
site in humans in a subset of these samples. We are also 
processing the images of the macaques' eyes to quantify the 
phenotypic variation. We plan to test for associations 
between any sequence variants that we find within the 
homologous region and quantitative phenotypic variation in 
the macaques. In the absence of such an association, we will 
continue to sequence other regions associated with eye color 




















が生まれた. その後そのこどもは正常に発育している.  
本実験によって当初の計画通りの手技で実験を進め
ることが可能であると確認できた. また, 実験後, 胎児
も無事に出生し何の障害もなく成長し母親にも全く問
題が認められなかったことから, 本実験計画を来年（平















は, このオブジェクト内利得が見られた. 次の実験では, 
図形の輝度配置を操作し, 図形の断片が透明視によっ
















核である下丘には, 密に VGLUT2 陽性興奮性終末に覆
われた大型の抑制性細胞が存在し, これは視床を抑制








片を作成し, 興奮性終末マーカとして VGLUT1 と





VGLUT2 陽性終末は GAD67 陽性細胞体の周囲を密に取
り囲んでいた. これらのことから, げっ歯類と霊長類で
